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研究成果の概要（和文）：オンライン協働でのストレスと自己効力、それらの学習者要因と指導方法の関連について理
解が進んだ。具体的には、①オンライン協働でストレスが問題になる。②自己効力とストレスには相関があり③ストレ
スを軽減するには、自己効力と課題デザインの交互作用を考慮する必要があり、認知負担を考慮したデザインが必要で
ある。④ワークトエグザンプルが有効である。⑤ワークトエグザンプルを使用すると、認知的に高次な処理を促すヒン
トになるようなプロンプトは、認知負担を減らし、ストレス軽減に繋がる。この知見から既存のドリル型学習装置にリ
フレクション機能を付与し、一方向型e-laearningに社会構成主義型サポートを付加できた。

研究成果の概要（英文）：The relation between stress, self-efficacy and individual differences as well as 
instructional design has been deeply studied. It has revealed that 1) stress would be a negative factor 
for the online collaboration, 2) there is a correlation between task self-efficacy and stress, 4) and 
worked examples would be an effective means for the task design. 5) Therefore, when using worked 
examples, prompts can be acting as hints to support higher cognitive information process and reduce 
cognitive load and stress. From findings above, the study recommends to add "reflective function" onto 
the drilling system that is working effectively in Gifu National College of Technology.

研究分野：英語教育、教育工学、e-learning

キーワード： 英語　ドリル　e-learning　ストレス　ワークトエグザンプル
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 このようにオンライン協働学習環境とい
う特殊な学習環境でのストレスの要因と自
己効力の交絡、そしてそのような環境での教
授方略が明らかになったことで、効果的なイ
ンストラクショナルデザイン構築への一歩
が踏み出すことができた。この実験結果は、
岐阜工業高等専門学校で行われているドリ
ル学習をサポートする装置を制作する上で
重要な知見となった。特にオンライン協働学
習環境においては、学習者の生産的なパフォ
ーマンスや協働のメリットなどを打ち消し、
学習意欲の減退、飽き、途中離脱、学習の単
調化などの原因を取り除くグラウンドデザ
インが整った。 
 
（２）既存ドリル学習システムにコラボレー
ション機能を付与するデザインと手法につ
いて：本研究は、既存のオンラインドリル型
学習装置に、社会構成主義的な要素を加え、
一方向性オンライン教材の弱点を補う試み
である。協働学習機能をアドオンのモジュー
ルとして既存のシステムに実装するにあた
って、実際に岐阜工業高等専門学校に赴き、
講義の実態を把握した。実際の教室で学生に
インタビュー調査を行い、受講生からドリル
学習に関する効果と問題点について調査を
行った。また亀山教授には、訪問時にインタ
ビューし、ドリル学習装置の制作意図を聞き、
問題点などを調査した。また後日、観察でき
なかった事などについて質問し、スカイプな
どを使用して調査を行った。 
 調査の結果、①岐阜工業高等専門学校の学
習者は、学習タスクに高い自己効力を持って
いないこと、②ドリルは、英語使用時の認知
プロセスに対しドリルするもので、行動主義
に依拠したドリルとは一線を画している。そ
のため、自己効力の低い学習者には、その意
図が見えにくいこともある。③特に自己効力
の低い学習者は、考えることを諦めてしまう
などの飽き・意欲喪失や反射的な回答に終始
し、深い「まなび」になっていないこと、④
ドリル学習装置が比較的コンテンツリッチ
であるため、付加的な機能を付与する場合、
協働モジュールのインターフェイスは簡便
なものが必要であること、⑤また自律型の学
習を促進するためには、メタ認知を促進する
モジュールが必要なこと、⑥オンライン協働
などの自律型学習では、このような学習者の
認知作用に訴える教授方略が必要であり、か
ならずしもディスカッションなどの協働だ
けでなく、他の学習を見るなどのメタ認知的
な作用でも充分なこと、⑦ブレンデッド教育
が浸透しているため、ブレンディングの比率
を変えずに、学習者の自律学習部分にベース
をおいたモジュールが必要なことが分かっ
た。 
 研究開始当初は、一般的な協働学習の代表
としてディスカッションなどの意見交換を
ベースとしたディスカッションボードをモ
ジュールとして提案したが、上記の調査結果

を踏まえて、学習者個人の自律的な学習を深
められるかが重要な事項であり、ドリル型学
習装置の弱点を補うことが要点であるため、
もっとも適したものは、リフレクションであ
ると結論づけた。 
 リフレクションを構成する要素として、①
意思決定や計画にいかなる情報整理や処理
過程があるか認知する要素、②、人間の経験、
目的意識、思考の基本をなす社会の中での価
値に関わる批評的な要素、③教授者の場面に
対する条件付けられる出来事の個人的解釈
に関わる説話的要素 (Sparks-Langer & 
Colton, 1991)が極めて重要であり、学習者
が自らこれらの要素に対して合理的な説明
を持ちながら学習する事ができれば、自ずと
自律的な学習者が育つものと考えた。下の図
３がそのリフレクションアドオンモジュー
ルシステムの概要である。 

 図３ 協働学習環境を付与したドリル型学習装置とその概要 
 
 具体的な開発案として①タスクに対する
自己効力が低い場合にはメタ認知を促進す
る「プロンプト」と呼ばれる認知的ヒント等
を与える、②サンプルをサイトに先渡しする
などの認知資源や課題のデザインの難易度
を可変する教授方略をリフレクションにも
応用する、③メッセージデザインは、プロン
プトのようなメタ認知をサポートすること
を確認した。ここでは、ダイレクトプロンプ
ト(Davis & Linn, 2000)と呼ばれるヒントを
利用する。このプロンプトは「この単語を憶
えるにあたってどんな工夫をしてまなぶと
良いと思いますか？」などのヒントに近い内
容を含むプロンプトをリフレクションさせ
ることで学習者の深い「まなび」を促進させ
ることが期待される。 
 加えて、リフレクションの内容を非同期型
の協働サイト（WordPress）などで自動共有
できるシステムは、リフレクションをより効
果的に利用できると考えた。ディスカッショ
ンのような他者と積極的に意見を交換する
ことは、他のストレッサーを刺激し、ストレ
スが高くなることが懸念され、当初の計画か
らは変遷するが、リフレクションは有効な手
段であり、これを採用することにした。 
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